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Abstract 
In this research, students examined which method of using educational counseling, pupils’ guidance, school counseling, and 
health consultation activities is preferable for the problems of pupils. It was analyzed how each role was perceived. As a result, 
the students made choices that seemed reasonable through their own experiences, learning at universities. However, in order 
not to know the original meaning and purpose of each, understanding about educational counseling consideration, active aspects 
of pupils guidance, health counseling consideration do not understand, tendency of one-sided way of showing is shown it was. 
In addition, it was suggested that the expertise associated with the progress of teacher education is increased from the change 
of the recognition structure of consultation activities by teacher education. Meanwhile, it was also suggested that mismatch 






















































































































































































































































































Table 1 教育相談と生徒指導との比較 
 









































































Table 2 健康相談活動と教育相談との比較 
 



























































































































Table 3 教師とＳＣのカウンセリングの比較 





方法 教育相談 健康相談活動 助言 カウンセリング 心理療法 
頻度 毎日 定期的 
相談時間 決まっていない 事前に約束（1 時間前後） 










































































Table 4 教育・治療場面とその特性（役割の比較） 
   





学級担任 ＋ － ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ 
生徒指導担当 ＋ － ＋ ＋ ＋ － － ＋ － ＋ 
教育相談担当 ＋ ± ＋ ＋－ ＋ ＋－ ＋ － ± ± 
養護教諭 ＋ ＋ － － ＋－ ± ＋ － － ＋ 
スクールカウンセラー － ＋ － － ＋－ ± ＋ － － ＋ 
学校外教育相談所 － ＋ － － － ＋ ＋ － － ＋ 
心理相談室 － ＋ － － － ＋ ＋ － － ＋ 
























生件数は 59,457 件（前年度 56,806 件），小，中，高等
学校及び特別支援学校におけるいじめの認知件数はい























































教職志望 １年 ２年 ３年 ４年 計
保健・体育
はい 17 12 3 2 34
以前 3 0 0 0 3
いいえ 5 1 3 2 11
養護・保健
はい 41 5 1 2 49
以前 1 3 0 0 4
いいえ 0 0 0 0 0
心理・カウンセリング
はい 3 0 0 1 4
以前 1 0 0 0 1
いいえ 25 1 26 8 60
人間科学
はい 0 0 0 0 0
以前 0 0 0 0 0
いいえ 8 0 4 2 14
全体
はい 61 17 4 5 87
以前 5 3 0 0 8





























大学生 180 名（男性 62 名，女性 117 名，性別欄未記
入 1 名）が調査に同意して参加した。学年別には１年
生 104 名，２年生 22 名，３年生 37 名，４年生 17 名で


















































Table 6 諸問題の相談活動選択率 
 
問題 教育相談 生徒指導 健康相談活動 カウンセリング
校則違反 17.2 94.4 2.2 16.1
暴力 22.2 85.0 6.1 50.0
さぼり・遅刻 45.0 55.6 22.8 50.6
いじめ加害 27.8 82.2 3.3 54.4
いじめ被害 32.8 20.0 29.4 88.3
休みがち・不登校 40.0 19.4 45.0 87.8
友人関係 34.4 5.0 16.1 85.6
進路 86.0 24.0 2.2 17.9
リストカット 20.0 11.7 47.2 92.8
過呼吸 10.6 5.0 77.2 57.8
摂食障害 8.9 5.0 82.2 67.8
セクハラ被害 26.7 11.7 34.4 86.7
虐待被害 22.4 9.5 49.7 91.1










































































校則違反 15.4 93.3 2.9 14.4 22.2 100 11.1 22.2
暴力 18.3 86.5 7.7 51.9 44.4† 88.9 0.0 55.6
さぼり・遅刻 44.2 49.0 25.0 54.8 66.7 77.8 22.2 44.4
いじめ加害 26.0 82.7 2.9 53.9 44.4 100 11.1 44.4
いじめ被害 30.8 14.4 32.7 90.4 66.7† 33.3 55.6 88.9
休みがち・不登校 36.5 11.5 46.2 92.3 55.6 44.4* 77.8† 88.9
友人関係 29.8 3.9 14.4 84.6 77.78** 0.00 44.4 77.8
進路 85.6 20.2 3.9 13.5 100 11.1 0.0 44.4*
リストカット 18.3 7.7 42.3 94.2 44.4 11.1 55.6 88.9
過呼吸 8.7 3.9 74.0 54.8 11.1 0.0 100 66.7
摂食障害 5.8 2.9 79.8 70.2 33.3* 0.0 100 77.8
セクハラ被害 23.1 8.7 37.5 85.6 33.3 22.2 66.7 88.9
虐待被害 17.5 5.8 49.5 92.2 33.3 22.2 77.8 100
発達障害 46.1 7.8 60.8 61.8 66.7 22.2 88.9 66.7
（％）
１年生（n=104） 教職３～４年生（n=9）









Figure 1 相談内容のクラスタリング（デンドログラム，１年生) 
 
 
Figure 2 相談活動の認識構造（１年生） 
クラスタ 教育相談 生徒指導 健康相談活動 カウンセリング
1 -0.150 1.450 -0.942 -0.796
2 2.794 -0.242 -1.163 -1.914
3 -0.148 -0.580 0.109 0.906
4 -0.436 -0.692 1.426 -0.113
1 校則違反, 暴力, さぼり・遅刻, いじめ加害
2 進路
3 いじめ被害, 休みがち・不登校, 友人関係, リストカット, セクハラ被害, 虐待被害
4 過呼吸, 摂食障害, 発達障害
原著 
 




Figure 3 相談内容のクラスタリング（デンドログラム，教職３～４年生) 
 
 
Figure 4 相談活動の認識構造(教職３～４年生) 
 
クラスタ 教育相談 生徒指導 健康相談活動 カウンセリング
1 -0.234 1.422 -1.091 -1.156
2 0.000 -0.323 0.538 0.817
3 -1.169 -1.011 1.352 0.173
4 1.636 -0.864 -0.785 -0.311
1 校則違反, 暴力, さぼり・遅刻, いじめ加害











































問題 教育相談 生徒指導 健康相談活動 カウンセリング
校則違反 保体コ ース  (<0.01) 保体コ ース  (>100.0) 保体コ ース  (<0.01)
教職３～４年生(>100.0) 心理コ ース  (<0.01)
暴力 養護コ ース  (4.402) 相談歴 (2.826)
保体コ ース  (<0.01) 養護コ ース  (2.198)
教職３～４年生(<0.01)
さぼり・遅刻 養護コ ース  (2.647) 相談歴 (2.068)
いじめ加害 教職３～４年生(>100.0) 相談歴 (4.006) 相談歴 (2.625)
女性 (0.225) 保体コ ース  (<0.01) 女性 (2.074)
いじめ被害 教職３～４年生(5.285) 女性 (3.567)
相談歴 (2.258)
休みがち・不登校 女性 (0.300) 相談歴 (4.271) 相談歴 (5.443)
保体コ ース  (0.107)
友人関係 教職３～４年生(8.489) 教職３～４年生 (<0.01) 教職志望 (2.964) 心理コ ース  (3.409)
相談歴 (1.949)
進路 教職３～４年生(>100.0) 被指導歴 (2.122) 教職３～４年生 (>100.0) 保体コ ース  (<0.01)
相談歴 (4.819) 相談歴 (13.333)
保体コ ース  (<0.01)
学年 (<0.01)
リストカット 女性 (0.278) 女性 (0.313) 相談歴 (>100.0)
女性 (4.923)
過呼吸 教職３～４年生(5.769) 教職３～４年生(<0.01) 教職３～４年生 (>100.0) 相談歴 (4.236)
養護コ ース  (4.526)
女性 (0.377)
摂食障害 教職３～４年生(<0.01) 養護コ ース  (4.992) 相談歴 (4.388)
教職３～４年生 (>100.0)
セクハラ被害 心理コ ース  (2.603) 学年 (1.531) 教職３～４年生 (4.801)
女性 (0.299) 養護コ ース  (3.758)
虐待被害 女性 (0.426) 学年 (1.760) 養護コ ース  (2.202) 教職３～４年生 (>100.0)
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